
　古典作品を読む時に、例えば「キリギリス」は、

現在のコオロギであるとか、松虫は現在の鈴虫で

あるとか言われます。なぜ逆になったのでしょう

か。江戸時代の学者・安藤為章は、「色もて言は

ば、黒は松虫、飴色なるは鈴虫、…関東にては取

り違えて覚えたり」と記します。関西は昔の区別、関

東では現在と同じということになります。平安時代

以降も、具体的に和歌を読むと、はっきりしないの

がこの虫の区別なのですが、やっぱり同じような

判別不能なことには時として出会ってしまいます。

　江戸後期の注釈書『後撰和歌集新抄』に、ヒグ

ラシの注で伊勢（現三重県）の国学者・中山美石

が「ひぐらしは、『和名抄』に茅蜩、（中略）我が吉

田などにて伊勢蝉とも云ひて、伊勢の朝熊山など

に多くありて鳴声はミンミンと聞こゆる蝉を、ひぐ

らしなりといへど、何（どの）国にてもしかいふ事に

やしらず。（中略）ツクツクホウシと聞ゆるがある

を、ひぐらしなりといふものもあれど、そは（中略）も

とより異物なるべし」と書いています。ミンミンと鳴

くのはミンミンゼミ、ツクツクホウシと鳴くのは、そ

のままツクツクホウシなのだというのは現代人の

感覚なのかもしれません。我々にとって当然と思え

るような知識も、時代が違うとずいぶん異なったも

のとなるのに驚きを感じます。カナカナと雨上がり

や夕方に鳴くのをヒグラシと呼ぶのが当然と思っ

ているのが現代人ではないでしょうか。松虫にし

ろ、キリギリスにしろ、古典作品、特に和歌によく

出てきますから、名前は知っているけど、実態はそ

れぞれイメージしているということなのでしょうか。

　ちょっと身の周りを見渡してみると、不思議なこ

とがある。発見がある。そういう好奇心が学びにも

なるのだと考えています。何時でもどこでも見方次

第で不思議が転がっている、それが私たちの世

界なのだと常々思っています。

ふと考えてみると
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令和２年度 第1学期学位記授与式 が開催されました令和２年度 第2学期入学者の集い　

　令和２年９月27日（日）午後１時から山形学習センター講義室におきまして、「学位記授与式」を開催しました。今回
は、新型コロナウイルス感染症の感染予防に配慮し、密閉空間、密集場所、密接場面という３密を避け、卒業生の皆様
の健康面に配慮し、時間を短縮した上で、卒業生の参列に限定して行いました。令和2年度第１学期の山形学習セン
ターの教養学部卒業生は11名で、当日は学歌演奏の後、出席された３名に安田弘法所長から学位記がお一人ずつ
に手渡されました。
　様々なご苦労や困難を克服して､ご卒業された皆様、誠におめでとうございます。
　皆様の晴れやかな姿が、全科履修生の目標のひとつです。
　また、山形学習センターでは、卒業時に特に優秀な学業成績を修めたと認められる学生について、顕彰しています。
今回は、3つ目のコースを卒業されました、上林百合さんと鈴木真人さんが生涯学習奨励賞を授賞されました。おめで
とうございます。

学位記授与式終了後に…
　「入学者の集い」を開催しました。
　入学者の集いにおきましても、新型コロナウイルス感染症の感染予防に
配慮し、３密を避け、新入生の皆様の健康面に配慮し、時間を短縮した上
で、新入生の参列に限定して行いました。
　安田弘法所長の挨拶で始まり､客員教員とセンター職員の紹介ののち、
齋藤事務長から学習センターの利用方法や修学上の注意事項などについ
て、説明を行いました。
　最後に、山形学習センター所属のサークルを代表し、３つのサークル（ゆ
うがくの会、英語講読会及び書道サークル）の代表者によるサークル紹介
が行われました。新入生、12名の参加がありました。

学位記授与式を終えての集合写真

サークル紹介　ゆうがくの会 サークル紹介　英語講読会 サークル紹介　書道サークル

安田所長のあいさつ

令和2年度第1学期
　　　学部卒業生（11名）

【教養学部】
 心理と教育コース …… 4名
 自然と環境コース …… 1名
 社会と産業コース …… 4名
 情報コース …………… 2名

3回目の卒業について
心理と教育コース　上林 百合さん

　新入生の皆様、放送大学へのご入学おめでとうございます。

　通信制の大学は数あると思いますが、きっと満足のいく大学

になるだろうと思います。

　「知識は力である」とフランシス・ベーコン（イギリスの哲学

者）の言葉がありますが、それのみならず人との出会いの中で人生は豊かになるのですから。私自身

「英語講読会」や「国文学を読む会」の皆様との出会いの中で、楽しみながら学んでいます。

　一学期に３回目の卒業をしました。山形学習センター長より、卒業証書及び生涯学習奨励表彰も頂

きうれしい限りです。コロナ禍の中、ステイホームでのテスト、パソコンなしの私にとって受験出来るの

か心配でした。コンビニでの試験問題の印刷、不安でしたが思いのほかスムーズに出来ました。本部

の短期間での対応に、さすがと思わずにはいられませんでした。

　卒業は、心理と教育のコースでしたが、モチベーションを高めるために、科目群履修認証制度「エキ

スパート」の取得を目標にしました。まだ、未取得の科目があるので、今学期の「人間と文化」コースを

学びながらの科目選びをしました。

　「いつも何かやりたい」ことを持ち続けるのは、元気の源と思い、放送大学での学びを通し、その思

いを実現出来れば幸いと思うこの頃です。

卒業体験談
自然と環境コース　長岡 芳弘さん
 
　放送大学に入学したきっかけは、長男の大学受験のときに

色 と々アドバイスしている内に自分も勉強したい気分になり、

そんな時にＴＶで入学募集のＣＭを見たことでした。

　調べてみると自然科学系のコースもあることから入学を決

意し、急いで３年次編入の書類を取り揃えて入学することが出来ました。

　３年次編入にして良かったと思うことは62単位だけでいいので、好きな科目だけ選択しても単位が

足りることです。最初だけは基盤教育の復習の意味で、得意でない科目も選択しましたが、２学期から

は段階を無視して得意な宇宙と生物の科目をまとめて選択しました。似た科目を同時に選択するメ

リットは、重複した内容が多いので効率良く学習出来て単位が取り易いことです。但し、得意な科目で

ないと理解し辛い場合もあるので見極めが必要です。

　そんな感じで慣れてきた２年目の１学期は、放送授業５科目と面接授業２科目を選択して３年での

卒業を目指しましたが、急に仕事が忙しくなり通信指導を期限内に提出するのを忘れてしまい試験が

受けられませんでした。その後体調不良などもあり無理のないペースに切り替えて、結局４年半掛かっ

て卒業出来ました。

　今後の目標は１年間の継続入学で、「宇宙・地球科学」「生命人間科学」「自然系博物館活動支援」

のエキスパートを取得し、次に大学院に進みたいと考えています。

卒業体験発表
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『通信指導』の提出について 面接授業における新型コロナウイルスへの対応について

単位認定試験について

通信指導を提出した後は…
● 担当教員が添削指導を行い、添削結果を返送します。
● 添削の結果、合格すると単位認定試験の受験資格が得られます。
● 次の未着期限までに添削結果が届かない場合は、大学本部（TEL 043-276-5111）にお問い合わせください。

・択一式科目 1/8［金］　　・記述式科目 1/18［月］

通信指導を提出しないと単位認定試験の受験資格が得られません。

　郵 送 に よ る 提 出 分　　11/17［火］～12/1［火］〈必着〉
⇒提出期限までに提出すると、12月7日頃までにシステムWAKABA「教務情報⇒履修成績照会」
⇒画面にすべての科目が「受理」と表示されます。

　Web通信指導による提出分　　11/10［火］〈10時〉～12/1［火］〈17時〉
⇒提出〈送信〉するとWeb通信指導のトップページ画面において、科目一覧の各科目の欄内に「提出済（送信済）」と
表示されます。
　システムWAKABA「教務情報⇒履修成績照会」画面は、目安として提出（送信）いただいた翌日か翌々日に「受理」
と表示されます。

※提出期日を過ぎたものは受理されません。余裕を持って送信・提出してください。

　通信指導の合否結果は、添削結果と同時期に送付される「単位認定試験通知（受験票）」によって通知されます。合

格の場合は、当該科目の試験日時などが記載され、学期末に行われる単位認定試験を受験することができます。

2学期は インターネットを使った自宅受験による単位認定試験 です。

　詳細は、11月中旬に、本部学生課から第2学期履修者全員に通知される予定です。

・空席のある科目は先着順で、各授業初日の1週間前まで追加登録を行います。空席はシステムWAKABA>教務情報

>科目登録申請>空席照会から、希望の科目を検索して確認するか、山形学習センターにお問い合わせください。

・他の学習センターで行う面接授業についても空席があれば追加登録できますが、他県からの来所を制限している

場合がありますので、必ず各学習センターにお問い合わせください。

面接授業の追加登録について

●実施期間：2021年1/13(水)～21(木)

●受験場所：受験者の自宅

●実施方法：試験問題閲覧サイトに掲載された試験問題PDFを閲覧し、本部から送付された答案用紙に解

答を記入する。返送用封筒を使用して答案用紙を郵送で放送大学本部へ提出する。

　※WEB閲覧不可の学生には別の手段（ネットプリント／ネットワークプリント、郵送、FAX等）により試験問

題を提供する。

●評価方法：通常と同様

●成績通知：2月下旬以降
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山形学習センターで対面授業実施のため行った対策
⑴定員の削減。感染リスクを抑えるため、山形県在住及び山形学習センター所属以外の学生の受講は認

めない。
⑵受講生に対して授業前に２日間とも受付をし、検温を行う。
⑶座席及び昼食場所の指定。(講師及び他の受講生との身体的距離の確保。受講生以外の施設使用制

限。)
⑷マスクの着用、消毒及び換気の実施。
※面接授業が2科目同時に開講される日は、受講生以外、学生控室と図書・視聴室は使用できません。

遠隔授業の実施
・感染症拡大防止のため、感染流行地域からの講師の出講について、対面授業ではなくZoomによる遠隔

授業へ変更しました。
・心理学実験は３密の状態になりやすいため、多くのセンターで定員の削減及び閉講となりました。しかし

学修機会の確保のため、山形を含む12のセンターが、本部と連携して心理学実験１・２・３(Web)を実施
します。(心理学実験１・２・３(web)については放送大学HPで10月上旬に案内され、申請は終了していま
す。)

対面での面接授業は放送大学にとって重要な機会ではありますが、感染症対策のため、今後も遠隔での面
接授業が多くなると思われます。以下に遠隔授業で使用するWeb会議システム等(Zoom、Google Class-
room)について概要を記載しますので、利用をご検討ください。
なお、Web会議システム等を使用した授業の受講は、キーボード付きのパソコンの使用を想定しています。

■Gmail：Web会議等システム利用時の連絡手段は、放送大学が学生に発行しているキャンパスメール
(Gmailアドレス、WAKABAへのログインが必要）を使用します。使ったことのない方は一度確認してみてく
ださい。

■Zoom(Web会議システム)：受講する学生側は無料で利用できます。
・Zoom 公式ホームページで、ミーティング用Zoomアプリケーションをダウンロードし、インストールして使

用します。ミーティングに参加するだけであれば、サインアップ(利用登録)の必要はありません。
・Zoomに１時間接続するごとに約100～500MBのデータ通信量が発生し、４～５時間継続して接続した

場合約500MB～2.5GB のデータ通信量の発生が見込まれます。
・授業内容により、マイク(ヘッドセット)・カメラ等の装備が必要な場合があります。

■授業システム(Google Classroom)：Google 社が無料で提供する教育プラットフォームです。
教員が「Class」と呼ばれる「教室空間」を設け、学生は「教材のダウンロード」、「アンケートの回答」、「課
題の提出」などが簡単に行えるようになっています。インターネットに接続できる環境で、放送大学で発行
しているキャンパスメール(Gmail)からログインし 、Google Classroomを利用します。

■通信環境：Web 会議等授業の受講には一定の通信環境が必要です。
Wi-Fi、4G等のモバイル回線、有線LAN等、なるべく確実に通信を維持できる環境が必要です。また接続
の際の通信費やプロバイダ代金などは各自のご負担となります。



『通信指導』の提出について 面接授業における新型コロナウイルスへの対応について

単位認定試験について

通信指導を提出した後は…
● 担当教員が添削指導を行い、添削結果を返送します。
● 添削の結果、合格すると単位認定試験の受験資格が得られます。
● 次の未着期限までに添削結果が届かない場合は、大学本部（TEL 043-276-5111）にお問い合わせください。

・択一式科目 1/8［金］　　・記述式科目 1/18［月］

通信指導を提出しないと単位認定試験の受験資格が得られません。

　郵 送 に よ る 提 出 分　　11/17［火］～12/1［火］〈必着〉
⇒提出期限までに提出すると、12月7日頃までにシステムWAKABA「教務情報⇒履修成績照会」
⇒画面にすべての科目が「受理」と表示されます。

　Web通信指導による提出分　　11/10［火］〈10時〉～12/1［火］〈17時〉
⇒提出〈送信〉するとWeb通信指導のトップページ画面において、科目一覧の各科目の欄内に「提出済（送信済）」と
表示されます。
　システムWAKABA「教務情報⇒履修成績照会」画面は、目安として提出（送信）いただいた翌日か翌々日に「受理」
と表示されます。

※提出期日を過ぎたものは受理されません。余裕を持って送信・提出してください。

　通信指導の合否結果は、添削結果と同時期に送付される「単位認定試験通知（受験票）」によって通知されます。合

格の場合は、当該科目の試験日時などが記載され、学期末に行われる単位認定試験を受験することができます。

2学期は インターネットを使った自宅受験による単位認定試験 です。

　詳細は、11月中旬に、本部学生課から第2学期履修者全員に通知される予定です。

・空席のある科目は先着順で、各授業初日の1週間前まで追加登録を行います。空席はシステムWAKABA>教務情報

>科目登録申請>空席照会から、希望の科目を検索して確認するか、山形学習センターにお問い合わせください。

・他の学習センターで行う面接授業についても空席があれば追加登録できますが、他県からの来所を制限している

場合がありますので、必ず各学習センターにお問い合わせください。

面接授業の追加登録について

●実施期間：2021年1/13(水)～21(木)

●受験場所：受験者の自宅

●実施方法：試験問題閲覧サイトに掲載された試験問題PDFを閲覧し、本部から送付された答案用紙に解

答を記入する。返送用封筒を使用して答案用紙を郵送で放送大学本部へ提出する。

　※WEB閲覧不可の学生には別の手段（ネットプリント／ネットワークプリント、郵送、FAX等）により試験問

題を提供する。

●評価方法：通常と同様

●成績通知：2月下旬以降

54

山形学習センターで対面授業実施のため行った対策
⑴定員の削減。感染リスクを抑えるため、山形県在住及び山形学習センター所属以外の学生の受講は認

めない。
⑵受講生に対して授業前に２日間とも受付をし、検温を行う。
⑶座席及び昼食場所の指定。(講師及び他の受講生との身体的距離の確保。受講生以外の施設使用制

限。)
⑷マスクの着用、消毒及び換気の実施。
※面接授業が2科目同時に開講される日は、受講生以外、学生控室と図書・視聴室は使用できません。

遠隔授業の実施
・感染症拡大防止のため、感染流行地域からの講師の出講について、対面授業ではなくZoomによる遠隔

授業へ変更しました。
・心理学実験は３密の状態になりやすいため、多くのセンターで定員の削減及び閉講となりました。しかし

学修機会の確保のため、山形を含む12のセンターが、本部と連携して心理学実験１・２・３(Web)を実施
します。(心理学実験１・２・３(web)については放送大学HPで10月上旬に案内され、申請は終了していま
す。)

対面での面接授業は放送大学にとって重要な機会ではありますが、感染症対策のため、今後も遠隔での面
接授業が多くなると思われます。以下に遠隔授業で使用するWeb会議システム等(Zoom、Google Class-
room)について概要を記載しますので、利用をご検討ください。
なお、Web会議システム等を使用した授業の受講は、キーボード付きのパソコンの使用を想定しています。

■Gmail：Web会議等システム利用時の連絡手段は、放送大学が学生に発行しているキャンパスメール
(Gmailアドレス、WAKABAへのログインが必要）を使用します。使ったことのない方は一度確認してみてく
ださい。

■Zoom(Web会議システム)：受講する学生側は無料で利用できます。
・Zoom 公式ホームページで、ミーティング用Zoomアプリケーションをダウンロードし、インストールして使

用します。ミーティングに参加するだけであれば、サインアップ(利用登録)の必要はありません。
・Zoomに１時間接続するごとに約100～500MBのデータ通信量が発生し、４～５時間継続して接続した

場合約500MB～2.5GB のデータ通信量の発生が見込まれます。
・授業内容により、マイク(ヘッドセット)・カメラ等の装備が必要な場合があります。

■授業システム(Google Classroom)：Google 社が無料で提供する教育プラットフォームです。
教員が「Class」と呼ばれる「教室空間」を設け、学生は「教材のダウンロード」、「アンケートの回答」、「課
題の提出」などが簡単に行えるようになっています。インターネットに接続できる環境で、放送大学で発行
しているキャンパスメール(Gmail)からログインし 、Google Classroomを利用します。

■通信環境：Web 会議等授業の受講には一定の通信環境が必要です。
Wi-Fi、4G等のモバイル回線、有線LAN等、なるべく確実に通信を維持できる環境が必要です。また接続
の際の通信費やプロバイダ代金などは各自のご負担となります。



藤田洋治先生 関口雄一先生

『学びのサロン』スタート
　第２学期から、客員の先生方・所長先生によるゼミナール「学びのサロン」が始まりました。
　コロナ禍のもとでも、学び続けることの「大切さ」「楽しさ」を学生の皆さんに提供することを目的に企画しました。
　今学期は、試行的に実施し、来学期から本格的に開催していく予定です。
　詳細は、学習センターＨＰで確認ください。

※参加を希望される方は、事前に事務局にお問い合わせください。

●11月までに終了したサロン

・変体仮名で読む『百人一首』（藤田洋治先生）
・世界のいじめ研究の最前線（関口雄一先生）

リハビリテーションとパラ・スポーツ
千葉登先生

12月15日（火） 13時～14時

Let's get together for saying goo-
bye to William.
冨田かおる先生

12月10日（木） 16時～17時

ドイツ文学の名作を味わう
渡辺将尚先生 12月11日（金） 16時半～17時半

生活の中の化学を考えてみよう
近藤慎一先生

12月11日（金）

12月17日（木）
13時～14時30分

農学とその挑戦について学ぶ
安田弘法先生

12月18日（金）

  1月22日（金）

  2月19日（金）

  3月19日（金）

15時～16時

開催日時サロン名と担当教員
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12月以降に開催されるサロン



安田所長の『ワクワク情報の小窓』
　「ゆうがく 75号」から『ワクワク情報の小窓』の掲載を始めました。『小窓』を訪問いただき、気軽にお付き合いいただければ嬉しく思
います。この『小窓』では、山形学習センター（山形SC）で学生の皆さんと一緒に行う企画等の紹介や、それらの現状及び進捗等をお
知らせし、情報を共有したいと思います。今回は、今年度の企画の進捗等を中心にご紹介します。

１．第１回「所長と学生の皆さんとのお話会」の報告について

　第１回の「お話会」は、９月10日（木）午後２時から３時まで山形SC講義室で行いました。13名の方がご出席されまし
た。｢お話会｣の目的は、皆さんの満足度の高いセンターを目指すために、学習内容や環境に関する多面的な希望や意
見を聞き、さらにお知恵を拝借して、必要に応じたセンターの改善や改革をすることです。ご出席いただいた皆さんに感
謝申し上げます。
　意見等としては、図書室の書籍貸し出しの実施、他大学との単位互換手続きの簡素化、コロナに関する講演会の開
催、気楽に参加できる「学びのサロン」の創設、フィールドワークや研修旅行の実施、山形県の特色や実態に関する多
面的な講義、博物館実習について、卒業生が参加できる行事の同窓会と山形SC合同での開催、学部6コースの学び
に対応する面接授業の実施等々でした。個人的な希望から学習センター及び放送大学全体に関する意見等、多面的
な情報をいただき、貴重で有意義な｢お話会｣でした。案件は全て検討し、可能なものから実施しています。来年３月に
は、今年度２回目の「お話会」を予定し、この時に第１回のご意見とその対応等も紹介します。

３．サークル活動について

　大学生活でサークル活動は、色々な出会いも含めてとても有意義に思います。現在、山形SCでは、２つの公認サーク
ルがあります。是非、学生の皆さんが有志と一緒に色々なサークルを立ち上げて、学生生活を楽しんでいただければ嬉
しく思います。サークル立ち上げを考えておられる方がいましたら、必要に応じて私の処にも相談に来てください。

４．その他

　山形SCでは、来年度から英国人の先生の授業や、留学生による授業の補助もお願いする予定です。学生の皆さん
は、是非、異国の方々から、異国の文化や生活等も多面的に学んでください。
　所長ブログ（https://ko-bou.blogspot.com/）を開設しました。多面的な情報発信中、乞う訪問！
　色々な悩み事がありましたら、何時でも私に相談に来てください。一緒に考えたいと思います。

２．「致知を読み、楽しく人間学を学ぶ会」について

　学生の有志の皆さんと人間学の月刊誌「致知」（https://www.chichi.co.jp/）を読み、生き方等について考える「人間
学を学ぶ会」を10月中旬から開始しています。これは、２ヶ月に１回、１時間程度の開催です。現在５名の方と和気藹々、
楽しく行っています。さらなる希望者がおられましたら、私宛へのメール（h-yasuda@ouj.ac.jp：件名は、「致知」）や山形
SC窓口にご連絡ください。お待ちしています。
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① 発熱等体調不良の方は、入室をお控えください。（予め検温を行って、来所してください）
② マスクの着用をお願いします。
③ 入り口付近に消毒液を設置しますので入室前に手指の消毒をお願いします。
④ カウンターで入室カードに必要事項を記載し、係員に提出してください。
⑤ 利用時間は、3時間以内とさせていただきます。（１日１回とします）
⑥ ３密の回避にご協力ください。
　　◆ １つの机に一人だけ着席して前後左右の人との距離を保ってください。
　　◆ ＤＶＤプレーヤー、タブレット、学生用パソコンは、係員が指定した機器を使用してください。
⑦ 職員によるパソコン操作等の介助については、感染予防のため当面行いませんのでご理解ください。
⑧ ヘッドホン、イヤホンを持参してください。（コロナ感染防止対策です）

図書・視聴室からのお知らせ

■ → 利用を制限する日　■ → 図書・視聴室閉室日

1月 月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金

1
8

15
22
29

土

2
9

16
23
30

日

3
10
17
24
31

2月 水

3
10
17
24

木

4
11
18
25

金

5
12
19
26

土

6
13
20
27

日

7
14
21
28

月

1
8

15
22

火

2
9

16
23

12月
図書・視聴室カレンダー

日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火

1
8

15
22
29

水

2
9

16
23
30

木

3
10
17
24
31

金

4
11
18
25

土

5
12
19
26

＜ 利 用 の 注 意 ＞

※カレンダーの青塗りの日は図書の貸出・返

却の学生のみ利用できます。その他の目的

で利用はできません。

※最新の情報は、山形学習センターのHPで確

認することができますので、来所する前にご

覧ください。

＜ 利 用 時 間 ＞

曜日 利用時間

火～金 10：30～17：30

10：30～16：30土・日

〒990-8580 山形市城南町1-1-1 霞城セントラル10階

放送大学山形学習センター

すべてのお問合せ・資料請求・お申込みは 放送大学 検索▶ インターネットでも出願や資料請求〈無料〉ができます！　www.ouj.ac.jp

TEL 023-646-8836   FAX 023-646-8838
E-mail ymg-sc@ouj.ac.jp
https://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamagata/

感染予防に
ご協力
ください。


